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東
海

第
二

発
電

所

原
子

炉
棟

換
気

系
改

造
工

事
の

概
要

に
つ
い
て

本
資
料
の
う
ち
，

は
商
業
秘
密
又
は
核
物
質
防
護
上
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。

補
足
－
４

1
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2

原
子

炉
棟

換
気

系
改

造
工

事
の

概
要

に
つ
い
て

（
１
／

８
）

（
１
）
二

次
格

納
施

設
バ

ウ
ン
ダ
リ
（
図

１
参

照
）
の

機
能

の
信

頼
性

向
上

の
観

点
か

ら
，
原

子
炉

棟
換

気
系

給
排

気
ラ
イ
ン
を
1
系

統
と
す
る
。

・
給

排
気

ラ
イ
ン
は

，
二

次
格

納
施

設
を
貫

通
し
て
お
り
，
バ

ウ
ン
ダ
リ
機

能
の

確
保

の
観

点
で
は

，
隔

離
弁

の
確

実
な
閉

止
が

必
要

で
あ
る
。

・
現

在
給

排
気

ラ
イ
ン
は

，
2
系

統
の

う
ち
1
系

統
の

み
運

用
し
て
い
る
が

，
1
系

統
を
閉

鎖
す
る
こ
と
に
よ
り
，
バ

ウ
ン
ダ
リ
機

能
の

よ
り
高

い
信

頼
性

を
確

保
す

る
こ
と
が

で
き
る
。
（
図

２
－

１
，
２
－

２
，
２
－

３
，
２
－

４
参

照
）

（
２
）
1
系

統
化

す
る
排

気
ラ
イ
ン
は

，
次

の
理

由
か

ら
，
A
系

の
運

用
を
停

止
（
撤

去
）
し
，
B
系

を
運

用
す
る
。
こ
れ

に
伴

い
，
原

子
炉

建
屋

換
気

系
（
ダ
ク
ト
）
放
射

線
モ
ニ
タ
検

出
器

を
A
系

か
ら
B
系

へ
移

設
す
る
。

・
排
気
ラ
イ
ン
の
外
部
事
象
防
護
対
策
等
を
行
う
際
，
A
系
は
下
層
階
を
含
め
た
補
強
等
が
必
要
と
な
る
た
め
，
隔
離
弁
の
一
時
撤
去
が
必
要
で
あ
る
が
，
B

系
は
頑
健
性
を
有
す
る
原
子
炉
建
屋
付
属
棟
の
上
部
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
，
下
層
階
の
補
強
は
不
要
で
あ
り
，
隔
離
弁
の
一
時
撤
去
は
不
要
。

・
排

気
ラ
イ
ン
B
系

は
，
燃

料
取

替
時

専
用

換
気

系
の

排
気

ラ
イ
ン
で
あ
る
も
の

の
，
A
系

の
ダ
ク
ト
と
接

続
す
る
こ
と
で
，
B
系

に
よ
る
通

常
換

気
系

の
排

気
ラ

イ
ン
と
し
て
使

用
で
き
る
。
（
図

３
－

１
，
３
－

２
，
３
－

３
参

照
）

（
３
）
1
系

統
化

す
る
給

気
ラ
イ
ン
は

，
次

の
理

由
か

ら
A
系

を
運

用
し
，
B
系

の
運

用
を
停

止
（
撤

去
）
す
る
。

・
A
系

は
通

常
換

気
系

と
し
て
運

用
し
て
お
り
，
現

状
設

備
を
そ
の

ま
ま
使

用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
B
系
を
運
用
す
る
場
合
に
は
，
原
子
炉
建
屋
の
各
階
へ
の
給
気
を
可
能
と
し
通
常
換
気
系
と
し
て
運
用
す
る
た
め
に
ダ
ク
ト
の
追
設
が
必
要
。

（
４
）
次

の
観

点
か

ら
，
上

記
の

改
造

（
給

排
気

ラ
イ
ン
の

1
系

統
化

及
び
ダ
ク
ト
の

接
続

並
び
に
原

子
炉

建
屋

換
気

系
（
ダ
ク
ト
）
放

射
線

モ
ニ
タ
検

出
器

の
移

設
）

を
行

う
こ
と
に
よ
り
，
安

全
上

問
題

と
な
る
こ
と
は

な
い
。

・
改

造
を
行

う
範

囲
の

設
備

が
持

つ
安

全
機

能
は

，
改

造
後

も
維

持
さ
れ

る
。
（
別

紙
１
参

照
）

・
他

プ
ラ
ン
ト
の

給
排

気
ラ
イ
ン
は

１
系

統
で
あ
る
と
と
も
に
，
東

二
に
お
い
て
も
1
系

統
の

み
使

用
し
て
い
る
。

（
５
）
上

記
改

造
に
対

し
て
，
設

置
許

可
基

準
規

則
等

の
各

条
文

へ
の

適
合

性
を
確

認
し
，
既

許
可

の
適

合
方

針
を
踏

ま
え
た
も
の

で
あ
る
こ
と
及

び
適

合
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
（
別
添
資
料
参
照
）

（
６
）
ま
た
，
設

置
変

更
許

可
申

請
の

要
否

に
つ
い
て
確

認
し
不

要
と
判

断
し
た
。
（
別

紙
２
参

照
）

（
７
）
な
お
，
上

記
改

造
に
係

る
設

備
は

，
保

安
規

定
上

の
要

求
が

な
さ
れ

る
設

備
を
含

む
た
め
，
保

安
規

定
へ

の
影

響
に
つ
い
て
も
確

認
し
，
保

安
規

定
の

変
更

が
不

要
で
あ
り
保

安
規

定
を
遵

守
す
る
上

で
の

問
題

が
生

じ
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。
（
別

紙
３
参

照
）
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3

図
１

二
次

格
納

施
設

バ
ウ
ン
ダ
リ

原
子

炉
棟

換
気

系
改

造
工

事
の

概
要

に
つ
い
て

（
２
／

８
）
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4

図
２
－

１
二

次
格

納
施

設
バ

ウ
ン
ダ
リ

変
更

イ
メ
ー
ジ

平
面

図
図

２
－

２
二

次
格

納
施

設
バ

ウ
ン
ダ
リ

（
給

気
隔

離
弁

A
系

）
平

面
図

変
更

な
し

原
子

炉
棟

換
気

系
改

造
工

事
の

概
要

に
つ
い
て

（
３
／

８
）
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5

変
更

前
変

更
後

図
２
－

３
二

次
格

納
施

設
バ

ウ
ン
ダ
リ

（
給

気
隔

離
弁

B
系

）
断

面
図

原
子

炉
棟

換
気

系
改

造
工

事
の

概
要

に
つ
い
て

（
４
／

８
）
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6

図
２
－

４
二

次
格

納
施

設
バ

ウ
ン
ダ
リ
（
排

気
隔

離
弁

A
，
B
系

）
平

面
図

変
更

前

原
子

炉
棟

換
気

系
改

造
工

事
の

概
要

に
つ
い
て

（
５
／

８
）

変
更

後
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7

図
３
ー
１

原
子

炉
棟

換
気

系
（
給

排
気

隔
離

弁
・
ダ
ク
ト
）
改

造
イ
メ
ー
ジ

原
子

炉
棟

換
気

系
改

造
工

事
の

概
要

に
つ
い
て

（
６
／

８
）
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8

図
３
－

２
原

子
炉

棟
換

気
系

（
給

排
気

隔
離

弁
・
ダ
ク
ト
）
改

造
後

原
子

炉
棟

換
気

系
改

造
工

事
の

概
要

に
つ
い
て

（
７
／

８
）

544



9

図
３
－

３
原

子
炉

棟
換

気
系

全
体

系
統

原
子

炉
棟

換
気

系
改

造
工

事
の

概
要

に
つ
い
て

（
８
／

８
）
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1
0

別
紙

１
原

子
炉

棟
換

気
系

改
造

工
事

に
伴

う
安

全
機

能
へ

の
影

響
に
つ
い
て
（
１
／

６
）

１
．
原

子
炉

棟
換

気
系

改
造

工
事

の
内

容
（
排

気
ラ
イ
ン
）

・
A
系

排
気

隔
離

弁
の

撤
去

・
原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
検
出
器
の
移
設

・
A
系
及
び
B
系
の
ダ
ク
ト
接
続

（
給

気
ラ
イ
ン
）

・
B
系
給
気
隔
離
弁
の
撤
去

２
．
原
子
炉
棟
換
気
系
改
造
に
伴
う
安
全
機
能
へ
の
影
響
に
つ
い
て

・
原
子
炉
棟
換
気
系
改
造
に
伴
う
各
設
備
が
持
つ
安
全
機
能
に
つ
い
て

換
気
系
改
造
に
伴
う
各
設
備
が
有
す
る
安
全
機
能
を
抽
出
し
た
。
（
表
１
参
照
）

（
１
）
原
子
炉
棟
換
気
系
給
排
気
隔
離
弁
及
び
ダ
ク
ト

こ
れ
ら
は
原
子
炉
棟
換
気
系
の
隔
離
弁
及
び
ダ
ク
ト
で
あ
り
，
通
常
運
転
時
に
お
け
る
原
子
炉
建
屋
の
負
圧
維
持
の
た
め
の
常
用
換
気
系
を
構
成
す
る

と
と
も
に
，
設
計
基
準
事
故
及
び
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
は
，
二
次
格
納
施
設
と
し
て
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
設
備
で
あ
り
，
以
下
の
安
全
機
能
を

有
す
る
。

➢
Ｍ
Ｓ
－
１
：
放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
，
放
射
線
の
遮
へ
い
及
び
放
出
低
減
機
能
（
当
該
系
）
【
二
次
格
納
施
設
の
機
能
】

➢
Ｍ
Ｓ
－
２
：
放
射
性
物
質
放
出
の
防
止
機
能
（
当
該
系
）
【
二
次
格
納
施
設
の
機
能
（
燃
料
集
合
体
落
下
時
）
】

➢
Ｍ
Ｓ
－
３
：
放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
，
放
射
線
の
遮
へ
い
及
び
放
出
低
減
機
能
（
間
接
関
連
系
※
）
【原

子
炉
建
屋
の
負
圧
維
持
と
換
気
機
能
】

※
：
当
該
系
の
信
頼
性
維
持
に
関
わ
る
関
連
系

（
２
）
原

子
炉

建
屋

換
気

系
（
ダ
ク
ト
）
放

射
線

モ
ニ
タ
検

出
器

原
子

炉
建

屋
換

気
系

（
ダ
ク
ト
）
放

射
線

モ
ニ
タ
検

出
器

は
，
排

気
ダ
ク
ト
内

の
放

射
性

物
質

の
濃

度
を
計

測
す
る
と
と
も
に
，
設

計
基

準
事

故
時

に
お
い
て
，

原
子
炉
建
屋
放
射
能
高
の
信
号
に
よ
り
，
原
子
炉
棟
換
気
系
の
隔
離
弁
を
自
動
閉
鎖
し
，
常
用
換
気
系
か
ら
原
子
炉
建
屋
ガ
ス
処
理
系
へ
の
切
替
信
号

（
起
動
信
号
）
を
発
信
す
る
と
と
も
に
運
転
員
等
に
情
報
を
提
供
す
る
設
備
と
な
り
，
以
下
の
機
能
を
有
す
る
。

➢
Ｍ
Ｓ
－
１
：
工
学
的
安
全
施
設
へ
の
作
動
信
号
の
発
生
機
能
（
直
接
作
動
系
）
【
原
子
炉
建
屋
ガ
ス
処
理
系
作
動
機
能
（
原
子
炉
棟
換
気
系
閉
鎖
）
】

➢
Ｍ
Ｓ
－
３
：
緊
急
時
対
策
上
重
要
な
も
の
及
び
異
常
状
態
の
把
握
機
能
（
情
報
提
供
系
）
【
M
S
-
1
の
補
助
的
な
情
報
の
監
視
機
能
】

・
改

造
に
よ
る
安

全
機

能
へ

の
影

響
に
つ
い
て

改
造

後
に
お
い
て
，
上

記
で
抽

出
し
た
安

全
機

能
が

維
持

で
き
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
（
表

２
参

照
）
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1
1

表
１

改
造

対
象

設
備

の
安

全
機

能
抽

出

設
備
名

ク
ラ
ス

安
全
機
能

役
割

原
子
炉
棟
換
気
系
給
排
気
隔
離
弁
・
ダ
ク
ト

M
S
-
1

放
射

性
物

質
の

閉
じ
込
め
機

能
，

放
射
線
の
遮
へ
い
及
び
放
出
低
減
機
能

二
次

格
納

施
設

の
機

能

M
S
-
2

放
射
性
物
質
放
出
の
防
止
機
能

二
次

格
納

施
設

の
機

能
（
燃

料
集
合

体
落
下

時
）

M
S
-
3

放
射

性
物

質
の

閉
じ
込
め
機

能
，

放
射
線
の
遮
へ
い
及
び
放
出
低
減
機
能

原
子

炉
建

屋
の

負
圧

維
持

と
換
気

機
能

（
当

該
系

の
信

頼
性

維
持
に
関
わ

る
関
連

系
）

原
子

炉
建

屋
換

気
系

（
ダ
ク
ト
）

放
射

線
モ
ニ
タ
検

出
器

M
S
-
1

工
学

的
安

全
施

設
へ

の
作

動
信

号
の
発

生
機
能

原
子

炉
建

屋
ガ
ス
処

理
系

作
動

機
能

（
原

子
炉

棟
換

気
系

閉
鎖
）

M
S
-
3

緊
急
時
対
策
上
重
要
な
も
の
及
び
異
常
状
態
の
把
握
機
能

M
S
-
1
の
補
助
的
な
情
報
の
監
視
機
能

別
紙

１
原

子
炉

棟
換

気
系

改
造

工
事

に
伴

う
安

全
機

能
へ

の
影

響
に
つ
い
て
（
２
／

６
）
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1
2

設
備
名

ク
ラ
ス

安
全
機
能

改
造
後

影
響

原
子

炉
棟

換
気

系
排

気
隔

離
弁

A
・
ダ
ク
ト

M
S
-
1

放
射

性
物

質
の

閉
じ
込
め
機

能
，

放
射
線
の
遮
へ
い
及
び
放
出
低
減
機
能

撤
去

原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
に
て
ダ
ク
ト
の
閉
止
措
置
を

行
い
，
ま
た
，
ダ
ク
ト
が
貫
通
し
て
い
た
原
子
炉
建
屋
原

子
炉

棟
の

壁
も
既

設
壁

と
同
等

の
閉
止

措
置
を
行

い
二

次
格

納
施

設
バ

ウ
ン
ダ
リ
と
す
る
こ
と
に
よ
り
，
安

全
機
能

を
維

持
で
き
る
。

M
S
-
2

放
射

性
物

質
放

出
の

防
止

機
能

M
S
-
3

放
射

性
物

質
の

閉
じ
込
め
機

能
，

放
射
線
の
遮
へ
い
及
び
放
出
低
減
機
能

原
子

炉
棟

換
気

系
排

気
隔

離
弁

B
・
ダ
ク
ト

M
S
-
1

放
射

性
物

質
の

閉
じ
込
め
機

能
，

放
射
線
の
遮
へ
い
及
び
放
出
低
減
機
能

変
更

な
し

な
し

M
S
-
2

放
射

性
物

質
放

出
の

防
止

機
能

M
S
-
3

放
射

性
物

質
の

閉
じ
込
め
機

能
，

放
射
線
の
遮
へ
い
及
び
放
出
低
減
機
能

原
子

炉
棟

換
気

系
給

気
隔

離
弁

A
・
ダ
ク
ト

M
S
-
1

放
射

性
物

質
の

閉
じ
込
め
機

能
，

放
射
線
の
遮
へ
い
及
び
放
出
低
減
機
能

変
更

な
し

な
し

M
S
-
2

放
射

性
物

質
放

出
の

防
止

機
能

M
S
-
3

放
射

性
物

質
の

閉
じ
込
め
機

能
，

放
射
線
の
遮
へ
い
及
び
放
出
低
減
機
能

原
子

炉
棟

換
気

系
給

気
隔

離
弁

B
・
ダ
ク
ト

M
S
-
1

放
射

性
物

質
の

閉
じ
込
め
機

能
，

放
射
線
の
遮
へ
い
及
び
放
出
低
減
機
能

撤
去

原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
に
て
ダ
ク
ト
の
閉
止
措
置
を

行
い
，
ま
た
，
ダ
ク
ト
が
貫
通
し
て
い
た
原
子
炉
建
屋
原

子
炉

棟
の

壁
も
既

設
壁

と
同
等

の
閉
止

措
置
を
行

い
二

次
格

納
施

設
バ

ウ
ン
ダ
リ
と
す
る
こ
と
に
よ
り
，
安

全
機
能

を
維

持
で
き
る
。

M
S
-
2

放
射

性
物

質
放

出
の

防
止

機
能

M
S
-
3

放
射

性
物

質
の

閉
じ
込
め
機

能
，

放
射
線
の
遮
へ
い
及
び
放
出
低
減
機
能

原
子

炉
建

屋
換

気
系

（
ダ
ク
ト
）

放
射

線
モ
ニ
タ
検

出
器

M
S
-
1

工
学

的
安

全
施

設
へ

の
作

動
信

号
の
発

生
機
能

移
設

設
置
位
置
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
が
，
機
能
に
影
響

が
な
い
よ
う
移

設
で
き
る
こ
と
か

ら
安
全

機
能
を
維

持
で

き
る
。

M
S
-
3

緊
急
時
対
策
上
重
要
な
も
の

及
び
異
常
状
態
の
把
握
機
能

表
２

改
造

後
の

安
全

機
能

へ
の

影
響

の
整

理

別
紙

１
原

子
炉

棟
換

気
系

改
造

工
事

に
伴

う
安

全
機

能
へ

の
影

響
に
つ
い
て
（
３
／

６
）
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1
3

図
４
－

１
原

子
炉

建
屋

換
気

系
（
ダ
ク
ト
）
放

射
線

モ
ニ
タ
系

統
概

略
図

二
次

格
納

施
設

バ
ウ
ン
ダ
リ
見

直
し
に
よ
る
対

策

（
変

更
な
し
）

RP
S

BU
S
A

RP
S

BU
S
B

（
検

出
器

移
設

）

１
．
原

子
炉

建
屋

換
気

系
（
ダ
ク
ト
）
放

射
線

モ
ニ
タ
検

出
器

移
設

に
よ
る
安

全
機

能
へ

の
影

響
に
つ
い
て

原
子
炉
建
屋
換
気
系
（ダ

ク
ト
）放

射
線
モ
ニ
タ
検
出
器
移
設
に
よ
る
，
以
下
の
安
全
機
能
へ
の
影
響
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

➢
Ｍ
Ｓ
－
１
：工

学
的
安
全
施
設
へ
の
作
動
信
号
の
発
生
機
能
（直

接
作
動
系
）【
原
子
炉
建
屋
ガ
ス
処
理
系
作
動
機
能
（原

子
炉
棟
換
気
系
閉
鎖
）】

➢
Ｍ
Ｓ
－
３
：緊

急
時
対
策
上
重
要
な
も
の
及
び
異
常
状
態
の
把
握
機
能
（情

報
提
供
系
）【
M
S
-1
の
補
助
的
な
情
報
の
監
視
機
能
】

図
４
－
１
に
示
す
と
お
り
，
二
次
格
納
施
設
バ
ウ
ン
ダ
リ
変
更
に
よ
る
対
策
は
，
当
該
放
射
線
モ
ニ
タ
検
出
器
の
移
設
の
み
で
あ
り
，
検
出
器
の
数
及
び
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
ク
並
び
に
監
視
系
へ
の
出
力
信
号
等
の
変
更
は
な
く
，
従
来
よ
り
有
す
る
安
全
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。

※
原
子
炉
建
屋
ガ
ス
処
理

系
作
動
及
び
原
子
炉
棟
換

気
系
停
止
機
能
の
詳
細
は
，

次
頁
以
降
で
確
認
す
る
。

（
原
⼦
炉
棟
6階

）

別
紙

１
原

子
炉

棟
換

気
系

改
造

工
事

に
伴

う
安

全
機

能
へ

の
影

響
に
つ
い
て
（
４
／

６
）
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1
4

図
４
－

２
原

子
炉

建
屋

ガ
ス
処

理
系

ブ
ロ
ッ
ク
図

② ③ ④

① ①

④ ② ③

（
現

場
）

（
中

央
制

御
室

）

２
．
原

子
炉

建
屋

ガ
ス
処

理
系

作
動

機
能

へ
の

影
響

に
つ
い
て

原
子

炉
棟

換
気

系
の

改
造

範
囲

は
，
図

４
－

２
（
左

上
図

）
に
示

す
①

原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
検
出
器
の
移
設
の
み
で
あ
り
，

原
子
炉
建
屋
ガ
ス
処
理
系
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
回
路
の
変
更
は
な
い
。
ま
た
，

原
子
炉
棟
換
気
系
給
気
・
排
気
隔
離
弁
の
片
系
が
運
用
停
止
（
撤
去
）
し
た

場
合
に
お
い
て
も
，
原
子
炉
建
屋
ガ
ス
処
理
系
の
動
作
（
図
中
②
，
③
）
並

び
に
原
子
炉
棟
換
気
系
停
止
信
号
（
図
中
④
）
は
独
立
し
て
発
信
さ
れ
る
た

め
，
原
子
炉
建
屋
ガ
ス
処
理
系
の
動
作
及
び
原
子
炉
棟
換
気
系
の
停
止
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。

（
原
子
炉
建
屋
ガ
ス
処
理
系
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
回
路
構
成
図
）

原
子
炉
棟

換
気

系

停
止

原
子
炉
建

屋
ガ

ス

処
理

系

作
動

※
本

ブ
ロ
ッ
ク
図

は
，
A
系

ロ
ジ
ッ
ク

リ
レ
ー
作

動
時

（
カ
ッ
コ
内

は
B

系
）
の

各
動

作
機

器
を
示
す
。

原
子

炉
建

屋
ガ
ス
処

理
系

作
動

時
の
系
統
状
態
は
次
頁
参
照
。

：
Ｏ
Ｒ
回

路

＜
原
子
炉

棟
換
気
系
の
改
造
範
囲
＞

：
移

設
対

象
の

放
射

線
モ
ニ
タ
検

出
器

：
運
用
停
止
（
撤
去
）
す
る
隔
離
弁

別
紙

１
原

子
炉

棟
換

気
系

改
造

工
事

に
伴

う
安

全
機

能
へ

の
影

響
に
つ
い
て
（
５
／

６
）
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1
5

図
４
－

３
原

子
炉

建
屋

ガ
ス
処

理
系

作
動

時
の

系
統

状
態

＜
参
考

＞

原
子
炉
建
屋
ガ
ス
処
理
系
Ａ
系
ロ
ジ
ッ
ク
作
動
時
の
系
統
状
態
を
示
す
。

※
は
自
動
停
止
・閉

止
し
た
機
器
を
示
す
。

：
運
用
停
止
（
撤
去
）
す
る
隔
離
弁

：
ダ
ク
ト
追
設
箇
所

別
紙

１
原

子
炉

棟
換

気
系

改
造

工
事

に
伴

う
安

全
機

能
へ

の
影

響
に
つ
い
て
（
６
／

６
）
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1
6

別
紙

１
原

子
炉

棟
換

気
系

改
造

工
事

に
伴

う
安

全
機

能
へ

の
影

響
に
つ
い
て
（
補

足
）

図
４
－

４
原

子
炉

建
屋

換
気

系
燃

料
取

替
床

排
気

ダ
ク
ト
モ
ニ
タ
検

出
器

配
置

図

燃
料

取
替

床
排

気
ダ
ク
ト
モ
ニ
タ
検

出
器

燃
料

取
替

床
排

気
ダ
ク
ト
モ
ニ
タ

検
出
器
設
置
状
況

552



1
7

別
紙

２
原

子
炉

棟
換

気
系

改
造

に
よ
る
設

置
変

更
許

可
要

否
に
つ
い
て
（
１
／

２
）

（
１
）
今
回
の
設
備
改
造
に
関
連
す
る
原
子
炉
設
置
許
可
申
請
書
の
本
文
記
載
事
項
を
参
考
資
料
１
に
示
す
。

（
２
）
参

考
資

料
１
の

P
９
の

と
お
り
，
本

文
五

号
に
お
い
て
原

子
炉

棟
換

気
系

は
，
送

風
機

及
び
排

風
機

に
よ
り
，
発

電
所

通
常

運
転

中
，
原

子
炉

建
屋

原
子

炉
棟

内
の
換
気
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
は
，
常
用
換
気
系
の
設
計
を
一
部
見
直
す
も
の
で
あ
る
が
，
送
風
機
と
排
風
機
に
よ
る

換
気
を
行
う
設
計
に
変
更
は
な
く
，
本
文
五
号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
基
本
的
設
計
方
針
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
３
）
こ
の
ほ
か

，
今
回
の
設
備
改
造
は
，
原
子
炉
建
屋
ガ
ス
処
理
系
や
安
全
保
護
系
に
係
る
も
の
で
あ
る
が
，
参
考
資
料
１
に
示
す
本
文
五
号
の
基
本
的
設
計

方
針
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
４
）
ま
た
，
参

考
資
料
１
に
示
す
本
文
十
号
で
は
，
設
計
基
準
事
故
の
環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
異
常
な
放
出
（
被
ば
く
評
価
）
の
解
析
条
件
や
重
大
事
故
に
お

い
て
，
今
回
の
設
備
改
造
が
関
連
す
る
原
子
炉
建
屋
ガ
ス
処
理
系
統
の
記
載
が
あ
る
が
，
原
子
炉
建
屋
ガ
ス
処
理
系
の
起
動
条
件
の
変
更
等
を
伴
う
も
の

で
は
な
く
，
本
文
十
号
の
記
載
事
項
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
。

設
計
基
準
事
故
の
被
ば
く
評
価
へ
の
影
響
の
詳
細
に
つ
い
て
は
，
参
考
資
料
２
に
示
す
。

（
５
）
以
上
の
こ
と
か
ら
，
本
文
五
号
及
び
十
号
の
変
更
は
不
要
で
あ
り
，
設
置
変
更
許
可
は
不
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
６
）
参

考
資

料
３
に
示

す
添

付
書

類
八

に
お
い
て
，
原

子
炉

棟
換

気
系

の
設

計
と
し
て
以

下
の

記
載

が
な
さ
れ

て
お
り
，
2
系

統
を
1
系

統
に
す
る
こ
と
に
よ
り
添

付
書

類
八

の
記

載
事

項
に
変

更
が

生
じ
る
。
し
か

し
な
が

ら
，
設

置
許

可
基

準
規

則
等

へ
の

適
合

性
に
影

響
を
与

え
る
こ
と
は

な
い
。
（
別

添
資

料
参

照
）

【
添
付
書
類
八
の
記
載
の
抜
粋
】

・
燃
料
交
換
作
業
時
に
は
予
備
フ
ァ
ン
1
台
を
起
動
さ
せ
，
原
子
炉
建
屋
運
転
階
の
換
気
風
量

の
増
大
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
換
気
用
の
原
子
炉
建
屋
入
口
及
び
出
口
ダ
ク
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
2
系
統
を
有
し
，
そ
れ
ぞ
れ
2
個
の
空
気
作
動
の
隔
離
弁
が
あ
っ
て

上
記
2
系
統
の
設
計
は
，
安
全
上
の
観
点
で
は
な
く
運
用
性
向
上

※
の

観
点

か
ら
行

っ
た
も
の

で
あ
る
が

，
東

海
第

二
発

電
所

の
実

運
用

と
し
て
は

1
系

統
の

み
使

用
し
て
お
り
，
1
系

統
の

設
計

に
し
て
も
運

用
上

の
問

題
が

生
じ
る
こ
と
は

な
い
。

な
お
，
本

2
系

統
の

設
計

は
東

海
第

二
発

電
所

特
有

の
も
の

で
あ
り
，
他

プ
ラ
ン
ト
に
お
い
て
は

採
用

さ
れ

て
い
な
い
。

※
：
運
用
性
向
上
と
し
て
期
待
し
て
い
た
の
は
，
燃
料
取
替
時
に
お
い
て
S
F
P
水
等
の
気
化
に
よ
る
結
露
を
防
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
，
「
９
条

溢
水
に
よ
る
損
傷
の
防
止
等
」
に
係
る

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
お
い
て
，
そ
の
他
の
漏
え
い
事
象
に
区
分
さ
れ
る
結
露
水
に
つ
い
て
は
，
安
全
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
設
計
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
と

お
り
，
仮
に
結
露
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
安
全
上
の
問
題
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
（
参
考
資
料
４
（
９
条
審
査
資
料
抜
粋
）
参
照
）

（
７
）
上

記
（
６
）
に
記

し
た
内

容
を
踏

ま
え
た
添

付
書

類
八

の
記

載
の

変
更

に
つ
い
て
は

，
今

後
，
関

連
す
る
設

備
の

変
更

等
に
よ
る
設

置
変

更
許

可
申

請
を
行

う
際

に
行

う
こ
と
と
す
る
。
（
変

更
箇

所
に
つ
い
て
は

，
図

５
参

照
）
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1
8

別
紙

２
原

子
炉

棟
換

気
系

改
造

に
よ
る
設

置
変

更
許

可
要

否
に
つ
い
て
（
２
／

２
）

図
５

設
置

許
可

申
請

書
添

付
書

類
八

（
変

更
案

）

：
撤
去
箇
所

：
ダ
ク
ト
追
設
箇
所
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1
9

１
．
第

２
７
条

に
つ
い
て

第
２
７
条

（
計

測
及

び
制

御
設

備
）
で
は

，
以

下
の

記
載

が
あ
る
。

原
子
炉
棟
換
気
系
排
気
ダ
ク
ト
に
設
置
さ
れ
る
原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
検

出
器
は
，
上
記
の
下
線
で
示
す
「
原
子
炉
建
屋
換
気
系

排
気
ダ
ク
ト
モ
ニ
タ
放
射
能
高
」
の
要
素

を
担
っ
て
い
る
が
，
原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
お
い
て
も
，
原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
検
出

器
を
通
常
運
用
す
る
排
気
ダ
ク
ト
に
移
設
し
機
能
を
維
持
す
る
た
め
，
当
該
放
射
線
モ
ニ
タ
の
運
用
に
変
更
は
生
じ
な
い
。
し
た
が
っ
て
，
保
安
規
定
の
変
更

は
不
要
で
あ
り
，
保
安
規
定
を
遵
守
す
る
上
で
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
も
な
い
。

別
紙

３
保

安
規

定
へ

の
影

響
に
つ
い
て
（
１
／

３
）
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別
紙

３
保

安
規

定
へ

の
影

響
に
つ
い
て
（
２
／

３
）
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2
1

２
．
第

５
０
条

に
つ
い
て

第
５
０
条

（
原

子
炉

建
屋

給
排

気
隔

離
弁

）
で
は

，
以

下
の

記
載

が
あ
る
。

原
子
炉
棟
換
気
系
の
改
造
に
お
い
て
も
，
原
子
炉
棟
換
気
系
給
排
気
隔
離
弁
の
機
能
を
維
持
す
る
設
計
と
す
る
こ
と
か
ら
，
当
該
隔
離
弁
の
運
用
に
変
更

は
生

じ
な
い
。
以

上
の

こ
と
か

ら
，
保

安
規

定
の

変
更

は
不

要
で
あ
り
，
保

安
規

定
を
遵

守
す
る
上

で
の

問
題

が
生

じ
る
こ
と
も
な
い
。

ま
た
，
原

子
炉

棟
換

気
系

の
改

造
に
お
い
て
も
，
給

排
気

隔
離

弁
は

，
給

気
と
排

気
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ
い
て
直

列
に
２
弁

設
置

す
る
設

計
を
維

持
す
る
た

め
，
表

５
０
－

１
に
示

す
運

転
上

の
制

限
の

逸
脱

時
の

措
置

（
表

５
０
－

２
）
に
つ
い
て
も
，
従

前
と
同

様
の

対
応

が
可

能
で
あ
る
こ
と
か

ら
，
保

安
規

定
の

変
更

は
不
要
で
あ
り
，
保
安
規
定
を
遵
守
す
る
上
で
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
も
な
い
。

別
紙

３
保

安
規

定
へ

の
影

響
に
つ
い
て
（
３
／

３
）
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2

設
置

変
更

許
可

申
請

書
本

審
査

資
料

（
設

計
及

び
工

事
計

画
認

可
申

請
書

）

原
子
炉
建
屋
常
用
換
気
系

原
子
炉
棟
換
気
系

原
子
炉
建
屋
換
気
系
隔
離
弁

原
子
炉
棟
換
気
系
隔
離
弁

原
子

炉
建

屋
換

気
排

気
モ
ニ
タ

原
子

炉
建

屋
換

気
（
ダ
ク
ト
）
放

射
線

モ
ニ
タ

・
読
み
替
え
の
対
象
に
つ
い
て

本
審

査
資

料
に
お
い
て
，
設

置
変

更
許

可
申

請
書

の
用

語
を
用

い
て
い
る
場

合
，
以

下
の

と
お
り
設

計
及

び
工

事
計

画
認

可
申

請
書

の
用

語
に
読

み
替

え
る
こ
と
と
す
る
。
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1 

本文五号 ロ．発電用原子炉施設の一般構造 （３）その他の主要な構造  

ａ．設計基準対象施設 （aa）原子炉格納施設 

 

参考資料１ 
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2 

本文五号 ハ．原子炉本体の構造及び設備  
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3 

本文五号 ヘ．計測制御系統施設の構造及び設備 （２）安全保護回路 
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4 

本文五号 ヘ．計測制御系統施設の構造及び設備  

（５）その他の主要な事項 （ⅵ）中央制御室 
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本文五号 ヘ．計測制御系統施設の構造及び設備  

（５）その他の主要な事項 （ⅵ）中央制御室 
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本文五号 ヘ．計測制御系統施設の構造及び設備  

（５）その他の主要な事項 （ⅵ）中央制御室 
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本文五号 チ．放射線管理施設の構造及び設備 

（１）屋内管理用の主要な設備の種類 （ⅴ）換気空調設備 
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8 

本文五号 リ．原子炉格納施設の構造及び設備 

（４）その他の主要な事項 （ⅱ）原子炉建屋原子炉棟 
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本文五号 リ．原子炉格納施設の構造及び設備 

（４）その他の主要な事項 （ⅲ）原子炉建屋常用換気系 

（ⅳ）原子炉建屋ガス処理系 
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本文五号 リ．原子炉格納施設の構造及び設備 

（４）その他の主要な事項 （ⅲ）原子炉建屋常用換気系 

（ⅳ）原子炉建屋ガス処理系 
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本文五号 リ．原子炉格納施設の構造及び設備 

（４）その他の主要な事項 （ⅲ）原子炉建屋常用換気系 

（ⅳ）原子炉建屋ガス処理系 
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本文五号 リ．原子炉格納施設の構造及び設備 

（４）その他の主要な事項 （ⅲ）原子炉建屋常用換気系 

（ⅳ）原子炉建屋ガス処理系 
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本文五号 リ．原子炉格納施設の構造及び設備 

（４）その他の主要な事項 （ⅲ）原子炉建屋常用換気系 

（ⅴ）水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

ａ．水素濃度制御による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

（ａ）原子炉建屋ガス処理系による水素排出 
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14 

本文五号 リ．原子炉格納施設の構造及び設備 

（４）その他の主要な事項 （ⅲ）原子炉建屋常用換気系 

（ⅴ）水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

ａ．水素濃度制御による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

（ａ）原子炉建屋ガス処理系による水素排出 
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本文五号 リ．原子炉格納施設の構造及び設備 

（４）その他の主要な事項 （ⅲ）原子炉建屋常用換気系 

（ⅴ）水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

 ｂ．水素濃度監視 

（ａ）原子炉建屋水素濃度監視設備による水素濃度測定 
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本文十号 ロ．設計基準事故 （１）基本方針 （ⅰ）評価事象 
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本文十号 ロ．設計基準事故 （１）基本方針  

（ⅲ）事故に対処するために必要な施設 

（ｆ）放射性物質の閉じ込め機能，放射線の遮蔽及び放出低減機能 
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本文十号 ロ．設計基準事故 （2）解析条件  

（ⅲ）環境への放射性物質の異常な放出 

ｃ．燃料集合体の落下 
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本文十号 ロ．設計基準事故 （2）解析条件  

（ⅲ）環境への放射性物質の異常な放出 

ｄ．原子炉冷却材喪失 
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20 

本文十号 ロ．設計基準事故 （2）解析条件  

（ⅲ）環境への放射性物質の異常な放出 

ｄ．原子炉冷却材喪失 
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21 

本文十号 ハ．重大事故に至るおそれがある事故又は重大事故 

（２）有効性評価 （ⅱ）解析条件 ｃ．運転中の原子炉における重大事故 

（ａ）雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 

（ａ－1）代替循環冷却系を使用する場合 
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22 

本文十号 ハ．重大事故に至るおそれがある事故又は重大事故 

（２）有効性評価 （ⅱ）解析条件 ｃ．運転中の原子炉における重大事故 

（ａ）雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 

（ａ－２）代替循環冷却系を使用できない場合 
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23 

本文十号 ハ．重大事故に至るおそれがある事故又は重大事故 

（２）有効性評価 （ⅱ）解析条件 ｃ．運転中の原子炉における重大事故 

（ａ）雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 

（ａ－２）代替循環冷却系を使用できない場合 
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24 

本文十号 ハ．重大事故に至るおそれがある事故又は重大事故 

（２）有効性評価 （ⅱ）解析条件 ｃ．運転中の原子炉における重大事故 

（ｂ）高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 
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参考資料２ 

 

被ばく評価における原子炉建屋ガス処理系の作動想定と 

設備改造に伴う本文十号及び添付書類十への影響について 

 

１．概要 

 設計基準事故の環境への放射性物質の異常な放出（被ばく評価）において，

原子炉建屋ガス処理系の作動に期待している事象は「燃料集合体の落下」及び

「原子炉冷却材喪失」であり，次のとおり今回の設備改造が本文十号及び添付

書類十の評価及び記載に影響を与えることはない。 

 ・燃料集合体の落下：原子炉建屋原子炉棟側の放射線モニタに期待した評価

を行っており，原子炉建屋付属棟側の放射線モニタは期待していないこと

から，今回の設備改造の影響はない。 

 ・原子炉冷却材喪失：ドライウェル圧力高や原子炉水位低の信号に期待した

評価を行っており，原子炉建屋付属棟側の放射線モニタは期待していない

ことから，今回の設備改造の影響はない。 

 以下では，詳細を説明する。 

 

２．原子炉建屋ガス処理系の放射線モニタに係る情報 

 原子炉建屋付属棟及び原子炉棟換気系改造に伴う本文十号及び添付書類十へ

の影響について説明するに当たり，原子炉建屋ガス処理系の放射線モニタに係

る情報を以下にまとめる。 

・原子炉建屋ガス処理系に係る放射線モニタの系統概要図を図１に，放射線

モニタの設置位置を図２に，原子炉建屋ガス処理系のインターロック回路

構成図を図３に，原子炉建屋ガス処理系の系統図を図４に示す。なお，原
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子炉建屋原子炉棟側に設置されている放射線モニタを「燃料取替床排気ダ

クトモニタ」，原子炉建屋付属棟側に設置されている放射線モニタを「原子

炉建屋換気系（ダクト）放射線モニタ」と記載する。 

・図１及び図２に示すとおり，今回の設備改造で燃料取替床排気ダクトモニ

タの検出器は 4 個のまま変更はない。原子炉建屋換気系（ダクト）放射線

モニタの検出器も 4 個のまま変更はないが，移設により排気ダクト（Ａ系）

側から排気ダクト（Ｂ系）側に設置場所が変更となる。 

・図３及び図４において放射線モニタに着目すると，燃料取替床排気ダクト

モニタ又は原子炉建屋換気系（ダクト）放射線モニタの検出器が設定値に

到達すれば，原子炉建屋放射能高信号を発信し，常用である原子炉棟換気

系が停止するとともに，非常用である原子炉建屋ガス処理系が起動する回

路となっている。 

 

３．被ばく評価における原子炉建屋ガス処理系の作動想定 

 被ばく評価において，原子炉建屋ガス処理系の作動に期待している事象は，

「燃料集合体の落下」及び「原子炉冷却材喪失」である。以下では，これらの

事象における原子炉建屋ガス処理系の作動想定について，原子炉棟換気系の隔

離想定とともに説明する。 

（１）燃料集合体の落下 

 東海第二発電所の燃料集合体の落下の被ばく評価では，破損した燃料からの

放射性物質が原子炉棟換気系により放出されることは想定しておらず，原子炉

建屋放射能高信号により起動した原子炉建屋ガス処理系で処理した後に環境へ

放出されることとしている。これは，「燃料集合体の落下」時に燃料が破損した

場合においては，燃料取替床排気ダクトモニタの検出器により事故の発生を検

知し，速やかに原子炉棟換気系の隔離が可能であることから想定されているも
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のであり，本文十号及び添付書類十の解析条件もその前提で記載している。（参

考添付１） 

なお，添付書類十で引用している参考文献「沸騰水型原子力発電所 事故時

の被ばく評価手法について（株式会社日立製作所，ＨＬＲ－021 訂 8，平成 11

年 8 月）」は，燃料取替床排気ダクトモニタ検出器の設置が前提で記載している

ものの，燃料取替床排気ダクトモニタ検出器を有さないプラントの被ばく評価

手法についても言及されており，このようなプラントにおいては，「建屋換気系

ダクトに設置される排ガスモニタにより事故を検知」し，「事故後排気ダクト内

に移行した核分裂生成物は，建屋換気系隔離弁を閉止するまでの間は建屋換気

系により排気筒から環境への放出される」こととしている。（参考添付２） 

 

（２）原子炉冷却材喪失 

 東海第二発電所の原子炉冷却材喪失（ＬＯＣＡ）の被ばく評価では，申請書

上，通常運転時に作動している原子炉棟換気系が，原子炉水位低，ドライウェ

ル圧力高又は原子炉建屋放射能高の信号により原子炉建屋ガス処理系に切り替

えられるものとしており，放射性物質が原子炉棟換気系により放出されること

は想定していない。（参考添付３）これは，ＬＯＣＡ時には，現実的な挙動を踏

まえるとＬＯＣＡを直接的に検知する信号であるドライウェル圧力高や原子炉

水位低により原子炉建屋ガス処理系が起動し，格納容器からの放射性物質の漏

えいを検知する原子炉建屋放射能高信号は，遅れて発信することとなるためで

ある。なお，原子炉建屋ガス処理系の「ドライウェル圧力高」及び「原子炉水

位低」の作動設定値は，原子炉スクラム信号と同様に，それぞれ「13.7kPa[gage]

以下」，「原子炉水位低（レベル３）：1,370cm 以上（圧力容器零レベルより）」

に設定しており，これらの信号はＬＯＣＡの発生で速やかに発信することとな

る。（参考添付４） 
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４．設備改造に伴う本文十号及び添付書類十への影響について 

（１）燃料集合体の落下 

 上記３．（１）のとおり，燃料集合体の落下の被ばく評価においては，燃料取

替床排気ダクトモニタの検出器に期待した評価としており，今回の設備改造に

おいて移設を行う検出器については被ばく評価の条件（原子炉棟換気系の隔離

や原子炉建屋ガス処理系の作動の想定）に影響を及ぼすことはない。本文十号

の解析条件及び添付書類十の解析条件に記載されている「原子炉建屋放射能高

信号により，原子炉建屋ガス処理系が起動するものとする」についても，設計

変更のない燃料取替床排気ダクトモニタ検出器によるものである。 

したがって，今回の設備改造が本文十号及び添付書類十の評価及び記載に影

響を与えることはない。 

 

（２）原子炉冷却材喪失 

上記３．（２）のとおり，原子炉冷却材喪失の被ばく評価においては，原子炉

建屋ガス処理系が，原子炉建屋放射能高信号に先立ちドライウェル圧力高や原

子炉水位低の信号により起動することを踏まえた評価としており，今回の設備

改造において移設を行う検出器については被ばく評価の条件（原子炉棟換気系

の隔離や原子炉建屋ガス処理系の作動の想定）に影響を及ぼすことはない。 

したがって，今回の設備改造が本文十号及び添付書類十の評価及び記載に影

響を与えることはない。 
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図２－１ 燃料取替床排気ダクトモニタ検出器の設置状況 

  

588



7 

図２－２ 原子炉建屋換気系（ダクト）放射線モニタ検出器の設置状況 
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図３ 原子炉建屋ガス処理系のインターロック回路構成図
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9 条-別添 1-補足 25-5 

第 2 表 その他の漏えい事象に対する対応確認結果（1／5） 

建屋 区画 

① その他漏え 

い事象の発生 

要因有無 

② 溢水発生を 

想定した影響 

評価の実施 

③ 排水・漏え 

い検知の可否 
対応 

原子炉建屋 

(原子炉棟) 

RB-6-1 有 済 － 対応不要 

RB-5-1 有 済 － 対応不要 

RB-5-2 有 済 － 対応不要 

RB-5-3 有 済 － 対応不要 

RB-5-4 有 済 － 対応不要 

RB-5-5 有 済 － 対応不要 

RB-5-6 有 済 － 対応不要 

RB-5-7 有 済 － 対応不要 

RB-5-8 有 済 － 対応不要 

RB-5-9 有 済 － 対応不要 

RB-5-10 有 済 － 対応不要 

RB-5-11 有 済 － 対応不要 

RB-5-12 有 済 － 対応不要 

RB-5-13 有 済 － 対応不要 

RB-5-14 有 済 － 対応不要 

RB-5-15 有 済 － 対応不要 

RB-4-1 有 済 － 対応不要 

RB-4-2 有 済 － 対応不要 

RB-4-3 有 済 － 対応不要 

RB-4-4 有 済 － 対応不要 

RB-4-5 有 済 － 対応不要 

RB-4-6 有 済 － 対応不要 

RB-4-7 有 済 － 対応不要 

RB-4-8 有 済 － 対応不要 

RB-4-9 有 済 － 対応不要 

RB-4-10 有 済 － 対応不要 

RB-4-11 有 済 － 対応不要 

RB-4-12 有 済 － 対応不要 

RB-4-13 有 済 － 対応不要 

RB-4-14 有 済 － 対応不要 

RB-4-15 有 済 － 対応不要 

RB-4-16 有 済 － 対応不要 

RB-4-17 有 済 － 対応不要 

RB-4-18 有 済 － 対応不要 

RB-4-19 有 済 － 対応不要 

RB-4-20 有 済 － 対応不要 

RB-4-21 有 済 － 対応不要 

RB-4-22 有 済 － 対応不要 

RB-4-23 有 済 － 対応不要 

RB-3-1 有 済 － 対応不要 

RB-3-2 有 済 － 対応不要 

RB-3-3 有 済 － 対応不要 

RB-3-4 有 済 － 対応不要 

RB-3-5 有 済 － 対応不要 

RB-3-6 有 済 － 対応不要 

RB-3-7 有 済 － 対応不要 

RB-3-8 有 済 － 対応不要 

RB-3-9 有 済 － 対応不要 
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第 8.5-1 表 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量（1／4） 

9条-別添1-193 

原子炉建屋（原子炉棟） 

建屋階層  
区画番号  

※ １ ,※ ２  
溢水系統  

溢水量  
区画合計

溢水量 
保有水量 ※ ３

( ) ( ) ( ) 

6FL RB-6-1 SFP スロッシング  81.49 81.49 89.64

5FL 

RB-5-1 無し  0.00 0.00 0.00 

(RB-5-2) 無し  0.00 0.00 0.00

RB-5-3 ほう酸水注入系 0.80 0.80 0.88

(RB-5-4) 無し  0.00 0.00 0.00 

(RB-5-5) 無し  0.00 0.00 0.00 

RB-5-6 無し  0.00 0.00 0.00

(RB-5-7) 無し  0.00 0.00 0.00 

(RB-5-8) 無し  0.00 0.00 0.00

(RB-5-9) 無し  0.00 0.00 0.00

(RB-5-10) 無し  0.00 0.00 0.00 

(RB-5-11) 無し  0.00 0.00 0.00 

(RB-5-12) 無し  0.00 0.00 0.00 

(RB-5-13) 無し  0.00 0.00 0.00 

RB-5-14 無し  0.00 0.00 0.00 

(RB-5-15) 無し  0.00 0.00 0.00 

4FL 

RB-4-1 無し  0.00 0.00 0.00

RB-4-2 無し  0.00 0.00 0.00

RB-4-3 無し  0.00 0.00 0.00 

(RB-4-4) 無し  0.00 0.00 0.00 

(RB-4-5) 無し  0.00 0.00 0.00 

RB-4-6 無し  0.00 0.00 0.00 

(RB-4-7) 無し  0.00 0.00 0.00 

(RB-4-8) 無し  0.00 0.00 0.00 

RB-4-9 無し  0.00 0.00 0.00 

(RB-4-10) 無し  0.00 0.00 0.00 

※１：（）内は防護対象設備を含まない区画 

※２：発生区画内防護対象設備は「添付資料１ 第 3 表  防護対象設備リスト」参照 

※３：保有水量は各区画の溢水量を 1.1 倍し，小数点以下第三位を切上げ 
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